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び UV-visスペクトルから見出した。この光反応は不可逆であり，1－シラアレンは通常の Si＝ Cに見られ
るような反応性は示さず，シリル基の効果で極めて安定化されていることも理論計算から明らかにした。
審　査　の　結　果　の　要　旨
　高周期 14族元素二価化学種の研究は，基礎化学的興味だけでなく応用性，発展性に対する高い期待が持
たれている。なかでも長年にわたって，基底三重項シリレン達成への挑戦がなされてきたが未だに成功例は
なく，高周期典型元素化学の分野において究極の合成ターゲットのひとつとなっていた。本論文では，理論
計算によって予測された，嵩高いシリル基を用いて置換基間の角度を立体的に拡大させる手法と，電気陽性
なリチウムを置換基に導入することによる手法の異なる 2つの戦略によってそれぞれ未知の基底三重項シリ
レンの発生，直接観測に成功し，反応性を明らかにしたことは特筆すべき点である。三重項シリレンの分野
を開拓した著者の研究は，構造有機化学，典型元素化学に対して新たな発展をもたらすものとして十分高く
評価されるものである。
　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
